






























































































































































































































































































































































































































































































































































(７) 棚橋利光編『四天王寺古文書 第一巻・二 』【清文堂史料叢書】（清文堂、1989年）、同編
『四天王寺史料』【前同叢書】（清文堂、1993年）、同編『四天王寺年表』（清文堂、1989年）
(８) 伊藤毅「近世都市と寺院」（『日本の近世９』中央公論社、1992年）参照。
(９) 渡邊忠司『大坂町奉行と支配所・支配国』東方出版、2005年。
(10) 長尾健次「解説」（長吏文書研究会編『悲田院長吏文書』部落解放・人権研究所、2008年）
(11)「しんとく丸」ではしんとく丸がおと姫に一目ぼれする場となり、また「さんせう太夫」では
主人公つし王の悪くなった足腰が、四天王寺の石の鳥居にすがることにより良くなる。
(12) 前掲(６)『四天王寺年表』参照。
(13) 南谷美保「江戸時代の聖霊会における御幸・大行道・還御」（『四天王寺大学紀要』52号、2011年）
(14) 大阪市史編纂所編『近世大坂風聞集』（大阪市史料調査会、1988年）。「あすならふ拾遺」の他
に「至享文記」「あすならふ」が収録されている。
(15) 1980年、玉置豊次郎によって編纂された大坂古地図。「第一図難波往古図（版歴不明）より、
第二十五図新町名人大阪市街全図（明治33年）までの古地図二十七枚が集成されている。
(16)『懐中難波雀』（塩村耕編『古版大坂案内記集成』和泉書店、1999年）
(17)『改正増補難波丸綱目』は志田垣与助によって撰された買い物案内書であり、延享五年（1748
年）に初版が出された後、数度にわたり改正版が出されている。本稿では大阪市立図書館史編
纂室編『大阪編年史、第二十六巻「拾遺」』1978年に収録されている内容を参考とした。
(18)『大坂町鑑』は宝暦六年（1756）、天保十三年（1842）、明治三年（1870）に刊行され、有坂隆
道・藤本篤編『大坂町鑑集成』（清文堂出版、1976年）として翻刻、出版されている。
(19) 大阪市史編纂所編『近世の城南北平野町：上町にあった下町』（大阪市史料調査会、2009年）
に、延宝五年（1677）頃は「平野町筋辺は野原であったようだ」とある。神子町は後に述べる
ように南平野町にあり、創設当時、周辺は寂しい場所であったと考えられる。
(20) 高埜利彦『近世日本の国家権力と宗教』東京大学出版会、1989年参照。
(21) 塚田孝「勧進宗教者の併存と競合」（『近世大坂の非人と身分的周縁』部落問題研究所、2007
年）208～210頁。
(22) 吉田伸之「鞍馬寺大蔵院と大坂の願人仲間」（脇田修、他編『近世の大阪』、大阪大学出版会、
2000年）にこの事情および内容について詳述されている。
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近世天王寺村梓神子の諸相 （堀岡喜美子)
(23)「宗教政策」（大阪市史編纂委員会編『新修大阪市史 第三巻』大阪市、1988年）、および前掲
(20)など参照。
(24) 前掲(12)において南谷氏は、神子の夫が聖霊会において菩薩・獅子の役を担っていることを指
摘しているが、役人としての認識はされていず「幕府領住民者」としている。
(25) 西沢一鳳『皇都午睡』は翻刻されていない。いくつかの異本が存在するが、本稿では「大阪市
立図書館蔵「平野亀之輔蔵本」より筆写（1902年）」を引用した。
(26)『仁風一覧』とは飢饉などの時に施しをした人物の名簿であるが、本稿の史料は前掲(18)に掲
載されている内容を参考とした。
(27) 四天王寺所蔵文書２－171・172「林町住人京屋專随の鳶田墓所への観音像建立願文」（大阪市
立大学大学院文学研究所都市文化研究センター蔵写真版より）
(28) 棚橋利光編『四天王寺古文書 第一巻』清文堂出版、1996年
(29) 文書の内容より林町は寺領ではなかったが、それに近い地域とされていたことが窺える。
(30) 神子の夫たちは低い身分であったが、階級社会である近世において当然ではあるが非人との直
接の接点は見いだせない。しかしながら、代官所は安永八年（1779）に神子町に牢屋敷を建て、
その牢番として非人たちを当てている。また、神子町の北側に隣接する毘沙門池地には悲田院
の外地となる垣外ができており、神子町の周囲は非人と切り離せない環境にあったといえる。
(31) 前掲(７)123～124頁。
(32) 浮世絵師西川祐信が享保八年（1723）に出したもので、当時の女性の風俗が描かれている。
(33) 近松全集刊行会編『近松全集第一巻』（岩波書店、一九八五年）
(34) 仏教用語で六道は「衆生が自ら作った業によって生死を繰り返す六つの世界（地獄・餓鬼・畜
生・修羅・人・天）」をいい、「四（卵・胎・湿・化）生と合わせて六道死生という」（中村元
他編『仏教事典』岩波書店、2002版）
(35) 一次資料を確認することができなかったため、林淳「梓神子と神事舞太夫」（『国立歴史民俗博
物館研究報告』142集、2008年）から引用させて頂いた。
(36) 前掲(３)81頁。
(37) 前掲(33)44頁。一次資料は神田より子「近世期修験道に見る巫女の宗教儀礼」（『宗教と儀礼』
ハンシン大学、2005年）。
(38) 前掲(33)43頁。
（ほりおか きみこ 文学研究科日本史学専攻博士後期課程)
（指導教員：八木 透 教授)
2015年９月30日受理
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